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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、母子家庭の自立支援プログラム（以下「母子自立支援プログラム」とする）の実

効性と課題を検証するものである。母子自立支援プログラムとは、児童扶養手当受給者である

母子家庭の母に対し、福祉サイドと労働サイドが協働し、労働・福祉サービスの双方を活用し

た支援プログラムを策定し、対象者を就労自立につなげる事業である。 

本研究では、各自治体でのプログラムの実施状況を詳細に検討した上、自治体間でのプログ

ラムの比較を行う。そのうえで、母子自立支援プログラムの望ましいあり方について、比較に

もとづき具体的な提言を行う。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The aim of this research is to introduce courses making use of Local Government Policy 
for the Promotion of Independence of Single-parent Family and to give an overview of recent 
debate about it. 

 To work the Promotion of Independence of Single-parent Family effectively must cooperate 

with the welfare section and the Labour section on Local government．But, these section 

don’t always cooperate with.  
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１ ． 研 究 開 始 当 初 の 背 景  

 
 
近年、社会保障分野 で「自立支援」

が 注 目 さ れ て い る 。だ が ｢自 立 支 援 ｣
が 注 目 さ れ る 一 方 、今 日 の「 自 立 支
援」をめぐる研究動向には 分 野 の 偏
り と 詳 細 な 研 究 が さ れ て い な い と
い う 課 題 が あ る 。特 に 本 研 究 で 取 り
上 げ た 「 母 子 自 立 支 援 プ ロ グ ラ ム 」
は 、 いま だ 研究 業績が 十 分で な く 、
先 行 研 究 も 数 え る ほ ど で あ る 。  

し か し な が ら 母 子 自 立 支 援 プ ロ
グラム自体は、自治体で積極的に実
施 さ れ て お り 、行 政 の 展 開 に 研 究 が
追 い つ い て い な い 。さらに 今 回 研 究
課題としている「母子自立支援プロ
グラム」は、自治体 をとりまく経済
状 況 や 社 会 資 源 の 有 無 に 影 響 さ れ
実 施 さ れ て い る の で 、手 法 や 成 果 が
多様であり、各地の個性が強く出て
い る に も か か わ ら ず 、学 術 的 観 点 か
ら 、 自治 体 での 状況を 詳 細に 検 討 、
そ し て 課  
題 点 を 抽 出 す る 手 法 に よ り 、横 断 的
な 視 点 か ら な さ れ る こ と が さ れ て
い な い と い う 背 景 が あ る 。  
 
 
 
２ ． 研 究 の 目 的  

 
 
本 研 究 は、「 母子 自立 支 援 プロ グ

ラム」とする）の実 効性と課題を検
証 す る も の で あ る 。  

母 子 自 立 支 援 プ ロ グ ラ ム と は 、児
童 扶 養 手 当 受 給 者 で あ る 母 子 家 庭
の母に対し、福祉サイド と 労 働 サ イ
ドが協働し、労働・福祉サービスの
双 方 を 活 用 し た 支 援 プ ロ グ ラ ム を
策定し、対象者を就労自立につなげ
る 事 業 で あ る 。  

本研究では、各自治体でのプログ
ラ ム の 実 施 状 況 を 詳 細 に 検 討 し た
上、自治体間でのプログラムの比較
を行う。そのうえで 、母子自立支援
プ ロ グ ラ ム の 望 ま し い あ り 方 に つ
いて、比較にもとづき具体的な提言
を 行 う こ と と す る 。  

 
 
 
 
 

 
３ ． 研 究 の 方 法  

 
 
本研究は、主に先行研究のサーベ

イ と イ ン タ ビ ュ ー 調 査 等 の 実 地 調
査 、 先 行 研 究 か ら 成 る 。  

ま ず 、自 立 支 援 お よ び 母 子 自 立 支
援 施 策 に 関 す る 先 行 研 究 の サ ー ベ
イ を 実 施 し た （ 平 成 2 1 年度）。  

次 に 、各 自 治 体 担 当 者 へ の ア ン ケ
ー ト 調 査 を 行 い 、特 徴 的 な 母 子 自 立
支 援 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て い る 自
治 体 を 抽 出 し た 。そしてその自治体
に 対 し て イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 行 っ
た （ 平 成 2 1  年 度 後 半 ～ 平 成 2 2 年
度 ）。  

さ ら に 母 子 自 立 支 援 プ ロ グ ラ ム
に 関 係 す る 母 子 家 庭 の 母 に イ ン タ
ビ ュ ー 調 査 を 行 っ た（ 平 成 2 2  年 度
後 半 ～ 平 成 2 2 年度）。  

そ の う え で 、望 ま し い 母 子 自 立 支
援 施 策 の あ り 方 に つ い て 提 言 を 実
施 し た （ 平 成 2 3  年度後半）。  

 
 
 
 
 
 
 

４ ． 研 究 成 果  
 
 
 前 述 の 調 査 を 実 施 す る こ と に よ
り、母子自立支援プログラムが自治
体 に お い て 多 様 に 実 施 さ れ て い る
こ と が 明 ら か に な っ た 。  

さ ら に そ の 効 果 性 に お い て は 自
治 体 の 裁 量 の 幅 と 工 夫 の 余 地 が 高
い 事 も 同 時 に 明 ら か に な っ た 。  
 な お 効 果 的 に 施 策 が 実 施 さ れ て
い る 自 治 体 で は 、労 働 と 福 祉 サ イ ド
の連携や、都道府県との連携が密接
に な さ れ て お り 、情 報 共 有 が 十 分 な
さ れ て い る こ と も 明 ら か に な っ た 。 
 今後、どのような要因が自立支援
プ ロ グ ラ ム の 成 功 要 因 な の か 、キ ー
ポ イ ン ト と な る 項 目 が 何 か に つ い
て さ ら に 検 討 を 深 め る 必 要 が あ る
と 考 え て い る 。  
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